
●この説明書は、必ず組立てされる方にお渡しください。
■組立てされる方へのお願い
●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。
注  意! … 組立てを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が

想定されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注   意!

●漏水の原因になるおそれがありますので、下記事項をお守りください。
・ 縦枠両端に張付けてあるコーキングシーラーが、上・下枠の周りにはみ出すように合わせてからねじ
止めしてください。

・ ねじは2.5±0.5N・m｛25±5kgf・cm｝のトルクで止めた後、緩み・ガタツキのないことを確認し
てください。
・丁番取付けねじは、止めわすれ、緩みのないことを確認してください。
・端部キャップは、付けわすれのないことを確認してください。

■組立て上のお願い
●必ず指定の組立てねじを使用してください。
●取付けは、「取付け説明書」をご覧ください。
●取付け説明書および取付けねじセットは、必ず施工される方へお渡しください。
●枠を躯体に取付けてから障子を建込む場合は、必ず施工される方へ障子取付けねじをお渡しください。
●ガラス寸法はダンボール又はカタログをご覧ください。
●グレイジングチャンネルは別売りです。ガラス厚に応じて選択してください。
●ソリ防止のため、樹脂面を直射日光に当てた状態で放置しないでください。
●樹脂は割れたりキズついたりしやすいため、ぶつけたりこすったりしないでください。
●組立ての際は、樹脂面をハンマーで直接たたかないでください。樹脂が割れるおそれがあります。
●樹脂材に荷重がかからないよう、保管・輸送の際は保護してください。
●連窓・段窓する場合は、必ず連窓方立・段窓無目の組立て説明書も併せてご覧ください。
専用部品の取付けおよび組立ての手順が異なります。

■ねじ一覧表

本体組立て用 丁番取付け用 ハンドル連結用 突き出し窓組立用

記　号 ㋑ ㋺ ㋩ ㋥ ㋭ ㋬

姿　図

薄平タッピンねじφ4×30 ナベタッピンねじφ4×25 トラス小ねじM4×6
トラス小ねじM4×6
（ねじロック付き）

ワッシャー
※突出し窓（W≧400）のみ

端部キャップ
※突き出し窓のみ

■別売り部品
●グレイジングチャンネル ●ガラスコーナーシール

種　　類 ガラス厚18～20ｍｍ用 ガラス厚21～22mm用

ガラス総厚 18ｍｍ 19ｍｍ 20ｍｍ 21ｍｍ 22ｍｍ

グレイジング

チャンネル

1枚はくりして
ご使用ください。

室内側室外側 室内側

2枚はくりして
ご使用ください。

1枚はくりして
ご使用ください。

室外側 室内側
100枚入り
グレイジングチャンネルに同梱
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■組立て順序

1枠の組立て
●図のように枠を組立ててください。

! 注　意

● ㋑薄平タッピンねじは2.5±0.5N・m｛25±5kgf・
cm｝のトルクで止めた後、緩み・ガタツキのない
ことを確認してください。

! 注　意
● 縦枠両端に張付けてあるコーキングシーラーが上・
下枠の周りにはみ出すように合わせてからねじ止
めしてください。漏水の原因になるおそれがあり
ます。
■A部詳細図

2障子の組立て
1グレイジングチャンネルの取付け
① ガラス厚に合ったグレイジングチャンネル（別売り）を用意し、ガラス4
周に回します。

※ コーナー部はグレイジングチャンネルがくい込まないようにしてください。
② ガラス室内側の4隅のカット部およびジョイント部に、ガラスコーナー
シール（別売り）を張ります。

※高断熱・高気密住宅の場合、必ず実施してください。

室内側

室外側

下枠

イ

イ

イ

縦枠

A部

上枠

イコーキングシーラー

縦枠

A部

コーキングシーラー

上シール

複層ガラス

ガラス
コーナーシール

室内側

ジョイント部カット部

グレイジング
チャンネル

縦枠

コーキングシーラー



ガラスコーナー
シール

縦框

縦框

室内側

下桟

ロ

複層ガラス

<突き出し窓の場合>

■突き出し縦框詳細図

■A部詳細図

●上部 ●下部
上

下

ロ

ロ
室外側

室内側

室外側

上桟

端部
キャップ

グレイジング
チャンネル

ロ

ヘ

端部
キャップ

ヘ

A部

端部キャップヘ上桟

差込む

上シール

2障子の組立て
① ガラスコーナーシールを室内側にして、上下桟を左右均等になるように差込みます。縦框の
上下を確認して取付けてください。縦框の片方に上シールが張付けてあります。
②突き出しの場合は、㋬端部キャップを上桟の左右に差し込みます。
③縦框を差込み、上下桟とねじで固定します。
※ 組立てた障子のW寸法が上下と中央の差が1mm以上の場合（障子のタイコ）は必ず矯正し
てください。

! 注　意
● ㋬端部キャップは、付けわすれのないことを
確認してください。

! 注　意
●㋺ナベタッピンねじは緩み・ガタツキのないことを確認してください。

※ 障子組立て後に保管する
場合は、障子フィンに重
量がかからないよう木な
どを当ててください。又、
障子取付け後に保管する
場合も同様に、釘打ちフ
ィンに重量がかからない
よう木などを当ててくだ
さい。

室内側
縦框

下桟

ガラスコーナー
シール

縦框

ロ

ロ

ロ

複層ガラス

＜片開き窓の場合＞

室外側

上桟

グレイジング
チャンネル

ロ

上シール

■片開き縦框（戸先側）詳細図
●上部 ●下部

上

下

■外観正面図

※組立ての際は　 部にすき間が出来ない
ように組立ててください。

障子

W寸法

障子フィン

木又はスチロール 木又はスチロール

下枠
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3障子の建込み
障子の室外側面を下に置いて、枠の吊元側を丁番に差
込むようにすると取付けやすくなります。

! 注　意
● 丁番取付けねじは、付けわすれ・緩
みのないことを確認してください。

※ 枠に取付いているねじと、丁番の差込み穴
はずらしてあります。丁番を引っ掛ける際
は、上→下（突き出し窓は外観右側→左
側）の順に引っ掛けてください。

枠を躯体に取付け後、障子を建込む際に、上
のねじの引っ掛かりが外れないように差込み
穴がずらしてあります。

＜片開き窓の場合＞
①丁番の先を縦枠から出ているリブに引っ掛けます。

②丁番の上の加工穴を縦枠のねじに引っ掛けます。

③ 次に、枠を戻す方向に5mm程度スライドさせて、下の加工
穴を枠のねじに差込み、最後までスライドさせます。

※②で下のねじを外した場合は、ここでねじを取付け直します。
④②③で引っ掛けた上下のねじを締め込みます。
⑤ 中間の穴がある場合は、㋩トラス小ねじM4×6で固定しま
す。

＜突き出し窓の場合＞
① 丁番の外観右側の加工穴
を上枠のねじに引っ掛け
ます。
※ 端部キャップを縦枠に押
しつけて折り曲げながら
実施してください。
（外観右側詳細図参照）

■外観右側詳細図

② 次に枠を戻す方向に
5mm程度スライドさ
せて、外観左側の加工
穴を枠のねじに差込
み、最後までスライド
させます。

※①で外観左側のねじを外した場合は、ここでねじを取付け直します。
③①、②で引っ掛けた左右のねじを締め込みます。
④中間の穴がある場合は、㋩トラス小ねじM4×6で固定します。

丁番
取付けねじ

上

枠

75°程度

下

プラスドライバー

吊元側

　 トラス小ねじ
M4×6
ハ

A部

取付ける

丁番

障子

スライドバー

室外側

室内側
丁番

加工穴

枠

障子
縦枠

丁番
リブ

※Hが小さい時等下のねじが干渉して、上が引っ掛けられない場合
は、下のねじを取外してから、上を引っ掛けてください。

差込んでスライド
上

障子

この時、下のねじは同時に
引っ掛りません。

引っ掛け位置差込み位置

枠

■A部詳細図

下

加工穴

丁番

枠をスライド

枠をスライド

上

丁番

丁番

下

5mm程度スライド

差込み位置

ねじ止め位置

差込んでスライド
外観右側 外観左側

※外観左側のねじが干渉して右側が引っ掛けられない場合は、外観
左側のねじを取外してから、右側を引っ掛けてください。

障子

引っ掛け位置差込み位置

上枠

■A部詳細図

加工穴

この時、外観左側のねじは
同時に引っ掛かりません。

丁番

丁番

上枠

上桟

ねじ

障子

上枠丁番

上桟

端部
キャップ

縦枠

ねじ

上枠

丁番

上桟

縦枠
縦框

スライド

端部キャップ

外観右側 外観左側

丁番

丁番

5mm程度スライド

ねじ止め位置

差込み位置

枠をスライド

枠をスライド
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枠

溝フタ

室
外
側

室
内
側

障子

短い 長い

室
外
側

室
内
側
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お願い

●丁番の浮きや転び・ねじの緩みがないことを確認してください。開閉不良のおそれがあります。

■片開き ■突き出し
● 外観右側の端部キャップが折れ曲がっている場合は下から押して、直して
ください。

障子

障子
枠

丁番 丁番
浮
き
・
転
び
確
認
位
置

浮き・転び確認位置

枠
上枠

縦枠
上枠

縦枠

押し上げる

端部
キャップ

端部
キャップ

4ハンドルの連結

● ねじは最後まで締め込んでください。
緩いと開閉している際に、ねじが外れ
てしまうおそれがあります。

お願い

❶障子を枠から40mm前後開きます。
❷ アームBを傾けながら台座金具のローラ
ー軸部をアームBの溝へはめ込みます。
※ 突出し窓スリットタイプ（W≧400）は、ロ
ーラー軸に㋭ワッシャーを先にはめ込
んでください。

❺ アームBの溝にローラー軸がはまっ
た状態で、アームBの根元を10mm
上へずらします。
❻ 先端の穴をアームA先端の連結軸へ
はめ込んでください。
❼ 連結軸へ、同梱されている㋥トラス
小ねじM4×6（ねじ山が色付きタ
イプ）を締め込みます。
❽ 数回開閉確認し、異常がないこと
を確認してください。

5溝フタのはめ込み

❸ハンドルレバーを回転させます。
❹アームAを傾けます。

※溝フタのはめ込みは、網戸を取付けしない場合のみの取付けになります。
①枠の溝部へ、上下枠→両縦枠の順に溝フタをはめ込んでください。

■取付け詳細図

障子

枠

ハンドル

室
外
側

室
内
側

台座金具

アームA

アームB

ハンドル
レバー

障子

枠

ハンドル

室
外
側

室
内
側

❶40mm
　 程度

台座金具

アームA

枠ホロー部

アームB

　ワッシャー
※突出し窓（W≧400）
　のみ対象

ホ

ローラー軸

❷

障子

枠

ハンドル
レバー

ハンドル

室
外
側

室
内
側

❹

❸

アームA

アームB

室内側

枠

溝フタ

❶

❶

❷

❷

障子

枠

トラス小ねじ
M4×6

室
外
側

室
内
側

アームA

アームB

連結軸

ニ

❺

❼

❻

10mm上へ

● 図の向きにはめ込んでください。
お願い



6建付け調整
■障子の引寄せが弱く、室外側の障子と枠とのすき間がある場合
① ハンドルレバーを上げ、回転させて取付け
ねじをゆるめます。
②ハンドルを上側へ1.5mmずらします。
※ この時、ずらし代を調整することで、引寄せ
を調整できます。

■すき間詳細図

室内側

室外側

枠

障子
す
き
間

室内側

室外側

枠

プラスドライバー

取付けねじ

ハンドルレバー

ハンドル

■ハンドルを調整しても上記すき間が改善できない場合、
又はハンドル開閉が重たい場合

①障子を開けて、ハンドル連結部のねじを外します。
② 枠の上下に付いているグレモン受け金具を緩め、
上下へずらしてねじを締め直します。
③ 「4ハンドルの連結」の手順を参照して、ハンドルを
連結してください。

■A部詳細図

（±1mm調整可能）

室外側

室内側

枠

グレモン受け金具

プラスドライバー

取付けねじ

開閉が重い場合
すき間を改善したい場合

室内側

枠

ハンドル

A部

A部

グレモン受け金具

グレモン受け金具

7ハンドルの操作方法
■障子を開ける時
①ハンドルレバーを起こします。 ② ハンドルレバーを手前

に回します。

■障子を閉める時
① ハンドルレバーをガ
ラス側へ回します。
※ ハンドルレバーがケ
ースと平行になるま
で回してください。

②ハンドルレバーをたたみます。

ハンドルレバー

室
内
側

室
内
側

室
外
側

ハンドルレバー

ケース

室
内
側

室
外
側
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